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有
縁
の
皆
さ
ん
で
お
読
み
下
さ
い

青
しょう

色
しき

青
しょう

光
こう

純
じゅんしょうじほう

正寺報

サンガとは、お浄土に向かって生きることをよろこぶ、お念仏の仲間のことです
※
こ
の
紋
章
は
「
法
輪
」
と
い
い
、
車
の
輪
が
回
り
続
け
る

よ
う
に
未
来
に
向
か
っ
て
永
遠
に
弘
め
ら
れ
て
い
く
仏
教
を

象
徴
し
た
、
世
界
中
の
仏
教
徒
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
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( 連続研修会 )

会場：正法寺町円満寺

毎月25日発行

No.353

あなたの「生きる」を支えるお寺

親
鸞
聖
人

報
恩
講

◎
十
月
十
日(

金)
 

　
○
午
後
二
時
　
前
日
準
備
　

　
　
本
堂
内
外
の
清
掃
、
仏
具
の
お
磨
き
、
内
陣
荘
厳
な
ど
。

◎
十
月
十
一
日
（
土
）

 

　
○
午
前
十
時
　
得
度
奉
告
法
要
『
正
信
偈
和
讃
』

　
　
こ
の
度
得
度
い
た
し
ま
し
た
、
住
職
の
長
女
・
長
　

　
　
男
の
得
度
の
ご
報
告
と
ご
披
露
を
い
た
し
ま
す
。

 
　
○
午
後
一
時
半
　
大
逮
夜
法
要
『
奉
讃
大
師
作
法
』

　
　
親
鸞
聖
人
の
お
勧
め
に
、
心
静
か
に
お
聴
聞
。

 

　
○
午
後
六
時
　
子
ど
も
報
恩
講
『
正
信
偈
』

　
　
小
中
学
生
の
お
子
さ
ん
に
も
、
お
念
仏
が
聞
こ
　  

　
　
え
る
い
の
ち
を
生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
。

◎
十
月
十
二
日
（
日
）

 

　
○
午
前
十
時
　
満
日
中
法
要
『
奉
讃
大
師
作
法
』

　
　
如
来
大
悲
の
恩
徳
に
、
い
の
ち
一
杯
の
ご
報
謝
を
。

 

こんき常例報恩講
１０月２９日（水）
10:00~12:00　13:30~15:30

お勤め　正信念仏偈作法

ご法話 教勝寺 藤田 朋之 師

ご
法
話 
釈 
宣
寿 
師

（
得
度
奉
告
法
要
）



純正寺報　青色青光

2

2025.No353　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    仏暦 2568( 令和 7) 年 10 月号

住
職
法
話

我わ
れ
か
く
の
ご
と
く
き
く

聞
如
是

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

　
毎
年
九
月
十
八
日
は
、
東
京

都
千
代
田
区
の
千
鳥
ヶ
淵
に
あ

る
戦
没
者
墓
苑
で
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
主
催
の
「
全
戦
没
者

追
悼
法
要
」
が
営
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
要
は
、
一
九
三
一

年
（
昭
和
六
年
）、
中
国
東
北

部
で
満
州
鉄
道
が
爆
破
さ
れ
た

「
柳
条
湖
事
件
」
が
起
き
た
九

月
十
八
日
に
、
二
度
と
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
と
誓
う
、
非
戦
平

和
を
願
う
法
要
で
す
。
今
年
で

四
十
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
し
ば
ら
く
お
参
り

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
に
お
参
り
の
ご
縁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
は
い
つ

も
一
人
で
参
拝
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
純
正
寺
の
ご
門
徒

お
二
人
と
共
に
。
ご
一
緒
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
共
に
門
徒
推
進

員
で
門
徒
会
の
副
会
長
で
門
徒

総
代
の
、
釋
証
護
さ
ん
と
釋
見

諦
さ
ん
で
す
。
証
護
さ
ん
は
三

回
目
、
見
諦
さ
ん
は
初
め
て
の

千
鳥
ヶ
淵
へ
の
参
拝
で
す
。

　
当
日
は
、
朝
六
時
か
ら
の
純

正
寺
本
堂
で
の
「
常
朝
事
」
に

お
二
人
と
も
ご
参
拝
さ
れ
、
そ

の
後
米
原
駅
か
ら
新
幹
線
に

乗
っ
て
東
京
へ
。
午
前
中
の
目

的
地
は
、
築
地
本
願
寺
で
し
た
。

イ
ン
ド
建
築
風
の
モ
ダ
ン
な
本

堂
に
入
る
と
、
冷
房
が
よ
く
効

い
て
い
て
涼
し
く
、
お
香
の
香

り
が
と
て
も
心
地
よ
い
の
で
、

日
本
人
だ
け
で
な
く
外
国
の
人

た
ち
も
沢
山
お
参
り
で
し
た
。

　
築
地
の
場
外
市
場
で
昼
食
を

済
ま
せ
、
地
下
鉄
を
乗
り
継
い

で
九
段
下
へ
。
歩
い
て
十
分
で

会
場
に
到
着
し
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
全
国
各
地
か
ら
僧
侶
・

門
徒
が
沢
山
お
参
り
に
来
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
国
会
議
員
も
沢

山
参
拝
さ
れ
て
い
て
、
私
の
す

ぐ
前
に
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
選
手
で

参
議
院
議
員
の
、
橋
本
聖
子
さ

ん
も
お
参
り
で
し
た
。

　
法
要
は
、
初
め
に
宗
門
関
係

学
校
の
女
子
中
高
生
の
二
人
が

書
か
れ
た
、
平
和
に
つ
い
て
の

最
優
秀
作
文
の
朗
読
と
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら

し
い
作
文
で
し
た
（
次
ペ
ー
ジ

以
降
に
全
文
を
掲
載
し
ま
す
）。

　
そ
の
後
、
表
彰
さ
れ
た
女
子

生
徒
二
人
が
「
平
和
の
鐘
」
を

鳴
ら
さ
れ
、
続
い
て
雅
楽
が
演

奏
さ
れ
る
中
、
お
導
師
を
勤
め

ら
れ
る
ご
門
主
を
は
じ
め
と
す

る
僧
侶
た
ち
が
入
場
。
汗
で
僧

侶
の
衣
の
色
が
変
わ
る
ほ
ど
の

暑
さ
の
中
、
参
拝
者
全
員
で
声

高
ら
か
に
正
信
念
仏
偈
と
和
讃

を
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
戦
後
八
十
年
の
年
。

こ
れ
は
八
十
年
間
、
日
本
で
は

戦
争
は
起
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
後
も「
戦
後
百
年
」

「
戦
後
二
百
年
」
と
言
え
る
日
本

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
う
と
共

に
、
世
界
で
起
き
て
い
る
戦
争

の
一
日
で
も
早
い
終
結
を
心
よ

り
願
う
ば
か
り
で
す
。

築地本願寺の全景に、２人が「極小」

平日の法要に、年配の参拝者が多い

〜
久
し
ぶ
り
に
参
拝
は
、
総
代
さ
ん
と
ご
一
緒
〜
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１回でも多く、私の「生死出づべき道」をお聴聞いたしましょう。



純正寺報　青色青光

6

 10 月の皆の宗サンガ
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よ
う
や
く
少
し
暑
さ
も
緩
ん
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
気
持
ち
が
緩
む
と
夏
の
疲
れ
が
一

気
に
吹
き
出
す
か
も
。
今
月
も
、
二
〇
〇
〇
個
の
キ
ャ
ッ
プ
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
。

 
今
月
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ  

一
、七
〇
六
、九
五
八
個

ゆっくり学ぼう家「寺子屋」
            5 日 ( 日 )
　　　　16:00~18:00 
    　 小学生・中学生対象
　教科書に沿った問題集や宿
題、自主勉や読書に取り組みま
す。休憩時には、おやつもあり。

親鸞様ご命日お取越し「報恩講」 

 　　　11 日 ( 土 )  
　        18:00~19:30
  　就学前・小・中学生対象

みんなの食堂ビハーラ
   8 日 ( 水 )・22 日 ( 水 )
        17:00~19:00
     年齢・性別は問いません
　子どもからお年寄りまで、誰で
も参加できる楽しい食事と学習の
時間。事前にお申し込みください。

　サンガ ( 僧伽 ) とは、利害関係を超えた、互いに支
え合う、安心できる本当の人のつながり「お念仏の家
族」をあらわしています。純正寺のすべての活動は、
あなたにも仏縁が整って、まことの同朋 ( とも ) の出
会いが広がっていくことを願い、運営されています。

 11 日 ( 土 ) 〜 12 日 ( 日 )
 年齢・性別は問いません
　私たちのご先祖や真宗門徒
の先輩が大切に伝えてこられ
た、宗祖親鸞聖人のご命日の
ご縁。ご法話は、大津市尾花
川長泉寺の釈 宣寿師です。

　今月のほとけの子ども会は、「子
ども報恩講」へのお参りです。お勤
め・お話・ビンゴゲームがあります。

キッズサンガ「ほとけの子ども会」

　　     29 日 ( 水 )
10:00~12:00.13:30~15:30
  年齢・性別などは問いません
　所属寺の枠を超えた気楽な
ご法座です。法話は、東近江
市教勝寺の藤田朋之師です。

みんな法友こんき報恩講

           21 日 ( 火 )
　　   14:00~16:00
     年齢・性別は問いません
　日常の「何故？」を通して、
お念仏に生きる尊さと確かさを
座談会形式で感じ学びます。

 「月例法話座談会」
 14 日 ( 火 )・21 日 ( 火 )・28 日 ( 火 )
　     10:20~11:30
     年齢・性別は問いません
　お香とオルゴールの音色の中で
のヨガ風ストレッチで、強くて柔
らかな身体と心を作りましょう。

ヨガ風ストレッチ「びはーら体操」
　　    12 日 ( 日 )
　　  18:00~20:00
     年齢・性別は問いません
　参拝者の提起や質問を手がか
りに、車座になって聴き合いな
がら、ビハーラの心を学びます。

 世のなか安穏なれ「ビハーラ彦根」 

  住職が聴きます「よろず相談」

清々しい朝のおつとめ「常朝事」

 随時、年齢性別は問いません
　生きることが辛くなる前に、
早めに気軽にご相談下さい。
相談予約専用電話番号は、
  ０９０- ７８７４- ２８４９
相談予約専用メールアドレスは
namo-yorozu@docomo.ne.jp

年中毎朝 6:00~6:50
年齢・性別など問いません

　『正信念仏偈』と『和讃』の繰
り読み。『御文章』の拝読と住職
の法話があります。Facebook
で ラ イ ブ 配 信 も し て い ま す。

YouTube 純正寺チャンネル LINE 純正寺公式アカウント 純正寺公式ホームページ facebook 常朝事チャンネル

　純正寺の法要は「YouTube」で、常朝事は「facebooklive」で、そ
れぞれ生配信でも録画でもご参拝・お聴聞していただけます。上記の
QR（二次元）コードを、スマホのQRコードリーダー
で読み込んでください。


